
【別紙様式】

学力向上に効果のある取組事例
臼杵市立 西中学校

取組の具体①

⑥習熟の程度に応じた指導（評価を含む）

〇「指導と評価の一体化」を目指した授業計画
・明瞭な評価計画と生徒との共有

4月の教科開きの時に、全教科で評価について共有
します。「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「学
びにむかう力」について「何を、いつ、どのように評価す
るのか」を生徒と確認します。（資料①）
全教科で共通した形式を用いることで、生徒の評価

に対する意識を高めます。

・組織的な単元テストの実施
評価と補充指導の充実を図るため、全教科で単元テ
スト（技能教科を含む）を実施しています。（4月に単元
テスト計画を全生徒に配布）（単元テスト計画：資料②）
単元テストが形骸化しないために、単元テスト実施の
ルールを全教員で確認しています。
（単元テスト実施のルール：資料③）
（生徒への単元テスト範囲発表：資料④）

○習熟の程度に応じた手立てを生かした授業の展開
・「習熟の程度に応じた手立て」を視点とした学校
研究の実施
学校研究後の授業後研究では、「習熟の程度に応じ
た手立て」を討議の柱の一つにおいています。

・評価の仕組み
小テスト、単元テスト、定期テストと生徒の「力試し」

（教師にとっては「見取り」のチャンス）の機会を複数回
実施しています。その都度、補充学習の機会を持ち、Ｃ層
をＢ層に引き上げる工夫をしています。また、定期テスト
では単元テストでさらに補充が必要な分野を範囲指定
するようにしています。

・生徒同士の教え合いの時間の確保
授業の中では、「分からない」が伝えやすい工夫をし

ています。特に、生徒同士の教え合いの時間は積極的に
確保しています。

評価計画（資料①）
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